
ブレーキlぎり

べらせなし、で，しかも滅速を速かに行うためには PI'豆W〆ま

たは PjW亘 μ'jl'の範聞において許す限りの プレーキ力を与え

ればよし、。

W に対する P の省IJ合をプレーキ率といい， プレーキ設計上

の霊裂な基礎数値である。これは摩擦および粘着係数の値によ

って決められるものであるが， 両者とも速度その他の条例の関

数として変化するから一定のものではない。しかしプレーキ作

用中車輸が滑走を起さないことを条件とすれば限度の値は求め

られる。通常はこの値は 110-125 % といわれている。プレ ー

キ率を 1 制iについてみたものを制l プレーキ率とよび， 全体につ

いてみたものを全車プレーキ率と いうが， 一般にプレーキ率と

L 、うのは後者のことをし、う。

プレーキ率がきまるとプレーキ片に与えるべき圧迫力がき ま

る。プレーキ片に圧迫力を加えるためには圧力湖、より力を伝達

してブレーキ片に滋〈機桝が必裂である。この陸自防を基礎プレ

ーキ装1í1とし、う。この軽量併はてこ装置の組合わせによっている

ので，てこの伺(しゅう )1日J箇所およひ.接続館iïfr等に摩擦抵抗が

存在する。これら摩擦による捌失は機構の組合わせ方や運動状

況により，それぞれ奥なる。この機li'liの効率のことをブレーキ

装置効率または基礎ブレーキ装置効率といい， この効率は rt"止

中では低くて 40 % 前後，運転中では高く 75 % 前後である。

プレーキ率を求める ときこの効率を考慮して笑際にプレ ーキ

j干に加わる力をもとにして， 算出したものを正味ブレーキ率 と

よび，この効率を 100 % としてプレーキ率を算出したものを公

称ブ レーキ率 と L 、う。一般にプレ ー キ率というのは{走者のこと

をいうが， この場合車両は空事の状態て九プレーキカは自動プ

レーキ裟位では全プレ ー キ状態でJ'):出する。(西岡直人)

ブレーキばりせんさくき ブレーキばり旋削後 (英)brake 

beam turner 車両のプレ ーキ装置の一部分であるプレーキば

りの両端il4h昔11を旋削する機械である(医ト1)。プレーキばりは使

用中間端il4h郎が摩耗変形するので， 修絡の場合この部分に肉感

りを行い， 設計寸法に旋商IJ し仕上げる ものであるが， 医J-2に示す

ようにその中央部に突出部があるため，旋盤作業ではこの加工

l ブレーキばり政削俄

物を回転する場合アゾバラソスとなり ì:':î\. 、回転数で回転でき

ず， またふりまわし直径の大きな旋紘が必裂となる。本機は逆

に加工物を固定し刃物の 2. プレ ー キばり

111のプレーキ操作を行うため，運転士が取扱って空気を給排す

る弁。操作はハ γ ドノレを水平にある角度回わし，またもどすこ

と(この間わしてもどすことを 77'/ ニ ングという)により ， キ

ーを介して回り弁が，あるいはカムによ っ てポベット弁がし 、ず

れも通路をl時間的に開閉し空気通絡を切換え， 所要の空気圧力

をプレーキ3高位に導入する椛造のものである。

l 直通空気プレーキ周ブレーキ弁

直通プレ ー キ用のものは普通単車または 2 両までであるから，

少置の空気の紛排を行えばよいので構造が簡単で一般に小形で

あるが， 最近わが国て'も使用されだした自動重なりブ レーキ弁

(セノレフラッププレーキ弁)は前記の 77'/ ニ γ グの要なく，

ン ドノレの移動角度で自動的に 1. ポベット式弁

所要空気圧力を得，ハンドノレ

を止めれば自動的にLlliなり 1

位置をとる自動給掛釣合わせ

俄榊を包i{)ï.するので大形とな

っている。

2 自動空気ブレーキ用ブ

レーキ弁

(1) 直後排気式ブレーキ弁

単車または短編成列車用と

して用いられ，迎転士はプレ

ーキ弁ハ γ ドノレの取扱いによ

りプレーキ管の圧力空気を直接排気して

減圧を行う。併進の簡単なことが長所で

あるが編成述結同数によって減圧1時間，

滅庄中の ブ レーキ管圧力こう配 (プレ ー

キ管中である |瞬間lにおける空気圧力の逓

滅の度合)が変化するので，連結丙数に 一

比例して取扱いをかえねばならないため， ,([L_ 

通路の大きさに工夫をしてできるだけむ ぐjL

3 

らのないi威圧l時間を得るようにしたもの 2. 自動重な りブ ν
もあるが，一般に両数が櫓えた場合は迷 ー キ弁

転士の取扱いがむずかしくなる。

(2) つりあい排気式プレ ー キ弁 3 丙以上の長編成列車用と

して用いられ，

つりあい空気だ

めを併用すると

ともに内;郊に紛

3. つりあい排気式プレーキ弁

方を図示のように回転し 一一一一一一ーャ一一一一一ハ 圧力，下回には

て切削する方式を用L 、て -....一一一一一一Ll__L一一一一一一止ーやノ プレ ー キ管圧力

いるので， 比較的小さく ゆ4) がそれぞれ作用

まとまった形状の儀械で | 叫 する構造となつ

ある。また回転刃物枇 = ヰ 叩 ている。
左右 2 fI~l設けであるので， 刷ド 列車が長編成

両端制l古11を同時に加工することができる。主!ill儀能はつぎのと となりプレーキ

おりである。旋削しうる直径 30-80 mm， 悶 1~大長さ 140mm ， 管の長さが大と

刃物台回伝数 5 極 105-430 rpm，送り速皮4 組 0.15 -0.32mmj なると直嫁排気

rev , 1Iì i立約 4.6 t 0 (山本線) 式では滅圧時間

ブレーキベん ブレーキ弁 (英) motorman's brake val ve が長< ，プレー

(独) Führerbremsventil 空気プレーキ裟位付車両または列 キ効果が思くな
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